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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

直
方
鞍
手
精
神
保
健
福
祉
研
究
会
（
ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ
）
は
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
啓
発
と
精
神
障
が

い
者
の
社
会
参
加
の
促
進
及
び
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
講

演
会
の
開
催
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
ふ
れ
あ

い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
鞍
手
医
師
会
館　

講
堂
（
直
方
市
大
字

山
部
８
０
８
番
地
１
３
）

●
講
演
会　

▽
演
題
＝
生
き
る
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
考
え
る
▽
講
師
＝
矢
野
大
和
さ
ん
（
お
お
い
た

観
光
特
使
、
鷹
取
屋
神
社
宮
司
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
事

務
局
（
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係
）
☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局
４

８
７
５
番
ま
で

町
で
は
、
町
民
・
企
業
等
と
協
力
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
た
め
、
次
の
と
お
り
男
女
共
同
参
画
講
演
会
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
行
い

ま
す
。

●
と
き　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
講
演
会　

▽
演
題
＝
職
場
の
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
な
ど
の
防
止
に

つ
い
て
▽
講
師
＝
原
田
憲
正
さ
ん
（
福
岡
県
講
師
団
講
師
、
山
九
株
式
会
社
労
政

部
人
権
啓
発
担
当
参
与
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会　

▽
題
名
＝
安
心
で
き
る
避
難
所
づ
く
り　

～
男
女
共
同
参
画
の

視
点
を
避
難
所
運
営
に
～

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
係
☎
４
２
局
２
１
１
１
番
ま
で

平
成
28
年
度
男
女
共
同
参
画
講
演
会

●
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
係

生
き
る
力
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
考
え
る

ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
講
演
会

●
直
方
鞍
手
精
神
保
健
福
祉
研
究
会
（
ふ
れ
あ
い
・
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）

恒
例
の
子
ど
も
ゆ
め
基
金
活
動

親
子
で
本
に
親
し
も
う
�

●
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会

家
族
介
護
教
室
（
交
流
会
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
で
は
、
子
ど
も

ゆ
め
基
金
の
助
成
を
受
け
、
毎
年
恒
例

の
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
師
は
児

童
文
学
作
家
の
く
す
の
き
し
げ
の
り
さ

ん
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
（
午
前
９
時
30

分
開
場
）

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
演
題　

一
人
一
人
が
み
ん
な
た
い
せ
つ　

～
子
ど
も
の

心
に
気
づ
く
と
き
～

●
講
師　

く
す
の
き
し
げ
の
り
さ
ん
（
児
童
文
学
作
家
）

●
託
児　

あ
り

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

家
族
介
護
教
室
と
介
護
を
し
て
い
る
人
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
と
し
た
家
族
介
護
者
交
流
会
を
同

時
に
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、
事
前
の
申
し

込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
認
知
症

や
要
介
護
者
へ
の
食
事
介
助
の
方
法
、
介
護
を
し
て

い
る
人
の
脳
ト
レ
・
運
動
等
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
の
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
地
域
で
の
生
活
や
介
護
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
～
認
知
症
や
老
い
に

負
け
な
い
方
法
を
学
ぶ
～
」

●
と
き　

３
月
11
日（
土
）午
後
１
時
30
分
か
ら（
２

時
間
程
度
）

●
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
地

域
交
流
室（
鞍
手
町
大
字
木
月
１
８
２
６
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係

ま
で

子
ど
も
消
防
団
が
「
火
の
用
心
�
」

●
鞍
手
町
消
防
団
第
２
分
団

鞍
手
町
消
防
団
は
、
毎
年
12
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

の
午
後
６
時
ご
ろ
か
ら
、
団
員
が
地
域
を
巡
回
し
な
が

ら
防
火
を
啓
発
す
る
「
歳
末
夜
警
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
（
平
成
28
年
）
末
、
鞍
手
町
消
防
団
第
２
分
団

で
は
、
中
山
本
村
区
の
子
ど
も
会
と
一
緒
に
歳
末
夜
警

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
消
防
車
に
乗
り
込
む

と
、「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
元
�
」
と
元

気
な
声
を
響
か
せ
な
が
ら
地
域
を
巡
回
し
ま
し
た
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。



５−2017.２

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
ベージュの糸で３
目１目の変わり縄編
みのシンプルなベス
トを作ってみました。

東村サチヨさん
（八尋）

森さつきさん
（新北）俳句

昔は孫の手を引い
て初詣に行きました
が、今年は私より背
丈が伸びた高校生の
孫に手を引いてもら
い氏神様に参拝しま
した。
参道では私たちの
俳句が灯籠にぶら下
がり、にぎやかでし
た。来年も元気で来
れますようにお祈り
して参りました。

恙
つ
つ
が

な
く  

八
十
路
の
詣  

手
を
引
か
れ

Relay Essay

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
苦
し
い
の
に
舞
台

の
上
に
立
つ
の
か
。」

こ
れ
は
、
尊
敬
す
る
人
が
言
っ
た
言
葉

で
す
。
私
が
研
究
生
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
劇
団
で
は
、
演
技
＝
感
情
で

は
な
く
、
感
情
を
出
す
前
に
セ
リ
フ
が
き

ち
ん
と
観
客
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
第
一
で

め
ら
れ
ま
す
。
私
に
感
情
に
つ
い
て
の
演

出
が
入
っ
た
の
は
３
か
月
の
中
で
最
後
の

た
っ
た
１
週
間
だ
け
で
し
た
。

週
３
回
の
研
究
所
の
稽
古
に
、
週
６
日

の
本
公
演
の
稽
古
、
自
主
練
習
に
、
一
人

暮
ら
し
の
生
活
、
ア
ル
バ
イ
ト
。
表
現
以

前
の
問
題
が
で
き
て
い
な
い
自
分
へ
の
い

り
あ
っ
た
と
き
に
起
こ
る
会
場
内
の
笑

い
、
役
と
自
分
が
リ
ン
ク
し
た
と
き
の
不

思
議
な
感
覚
、
舞
台
裏
で
の
ハ
グ
。
あ
げ

れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
苦
し
い
の
に
舞
台

の
上
に
立
つ
の
か
。」
そ
れ
は
、一
度
経
験

し
た
あ
の
気
持
ち
を
必
死
に
追
い
か
け
る

し
た
。稽
古
は
ひ
た
す
ら
そ
の
練
習
で
す
。

先
生
の
話
し
た
音
、
リ
ズ
ム
、
テ
ン
シ
ョ

ン
を
真
似
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
く
、
で

き
る
ま
で
何
度
で
も
や
ら
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
本
公
演
の
稽
古
に
な
れ
ば
、
た
っ
た

一
言
の
音
が
取
れ
な
い
だ
け
で
ピ
リ
ピ
リ

し
た
稽
古
場
で
30
分
で
も
１
時
間
で
も
止

ら
立
ち
、
で
き
ず
に
怒
鳴
ら
れ
蹴
ら
れ
、

気
を
抜
け
ば
降
ろ
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を

常
に
考
え
、
苦
し
く
て
苦
し
く
て
発
狂
し

そ
う
な
毎
日
で
し
た
。

だ
け
ど
、
本
番
で
舞
台
に
上
が
っ
た
時

の
興
奮
ほ
ど
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
相
手
役
と
の
リ
ズ
ム
が
ぴ
っ
た

か
ら
で
す
。
表
現
に
完
璧
は
な
く
、
舞
台

は
生
も
の
で
、
底
知
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
き
っ
と
、
苦
し
く

て
も
、
ま
た
私
は
舞
台
に
立
つ
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
々
和  

瑞
季
さ
ん
（
古
門
・
20
歳
）
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レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
野
口
美
咲
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所
で
は

次
の
と
お
り
、
平
成
29
年
度
家
庭
倫

理
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

町
筋
幸
江
さ
ん
（
一
般
社

団
法
人
倫
理
研
究
所
生
涯
局
顧

問
）

●
入
場
料　

１
千
円

●
託
児　

あ
り
（
要
予
約
）

●
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会
筑

豊
☎
４
２
局
６
６
３
１
番
ま
で

平
成
29
年
度

家
庭
倫
理
講
演
会

●
家
庭
倫
理
の
会
筑
豊

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
に
よ
る
「
平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
）」
で
、

中
山
地
区
及
び
古
月
地
区
の
13
行
政
区
で
構
成
す

る
北
部
地
区
連
合
自
主
防
災
組
織
が
活
動
備
品
と

し
て
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、
燃
料
携
行
缶
、
コ
ー

ド
リ
ー
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。
各
区
長
は
「
自
主

防
災
活
動
の
力
強
い
味
方
に
な
る
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
、
他
の
地
域

も
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
収
益
の

一
部
は
地
域
活
動
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、

北
部
地
区
連
合
自
主
防
災
組
織
が
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

●
役
場
総
務
課
庶
務
管
財
係


